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 朝晩の冷え込みがだんだんとやわらぎ、日差しの温か

さに春の訪れを感じます。いよいよ今年度も終わりに近づ

いてきました。この１年を振り返ると、新型コロナウイル

ス感染症の流行によって、今まで当たり前だった生活が一

変、子どもたちにとって我慢を強いられることも多かった

のではないでしょうか。しかし、悪いことばかりではなく、

家族がそろって食事をする「共食」の機会が増えたという

声も聞きます。共食は、心と体の健康によい効果をもたら

すことがさまざまな研究によってわかってきました。「新

しい生活様式」を実践する中で、工夫をしながら共食の機

会を増やしていただければと思います。 

★料理は大皿ではなく個々に盛り付ける 

★配食サービスの活用 

★離れている家族とはオンラインで 

 

 ３月３日は、ひな祭りです。女の子の健やかな 

成長と幸せを願う行事で、「桃の節句」や「上巳の 

節句」ともいいます。 

 ひな祭りに食べられる

ようになったのは、最近の

ことです。おせち料理と同

じように、エビやれんこん

など、縁起の良い食べ物が

使われます。 

関東地方では米粒形のポ

ン菓子、関西地方では丸形

のあられと、味や形が異な

ります。春夏秋冬を表す

「桃・緑・黄・白」の４つ

の色が付けられているのが

特徴です。 

 はまぐりは、対になって

いる貝殻でないと形がぴっ

たり合わないため、「将来、

良い相手と出会って幸せに

なれますように」という願

いを込めて使われます。 

 厄を払うとされる「よもぎ」入

りの草もちをひし形にしたのが

始まりとされています。春の景色

を表す「桃・白・緑」の３色が使

われることが多いですが、地域に

よって色や形はさまざまです。 

この１年間の給食時間を振り返り、よくできたことに○を、時々できたことに△を、 

できなかったことに×をつけましょう。   は、自由に書きましょう。 

 友達や先生方との別れは寂しいけれど、夢と

希望に満ちた新しい道への第一歩です。これから

先も食べることは一生続きます。そして、私たち

の体は食べたものでつくられていきます。給食を

通し、栄養バランスをはじめ、地域の食文化、人

を思いやる気持ちなど、さまざまなことを感じ、

学んでくれていたらうれしいです。 

手を洗うときや下膳するとき 

など、前の人と間をあけて 

並べた 

 

給食の前に 

しっかりと 

手を洗えた 

 

「いただきます」 

「ごちそうさまでした」の 

あいさつができた 

食べるとき以外、マスク

をしていた 

 

前を向いて、 

静かに食べられた 

 

よくかんで味わって食べる 

ことができた 

 

給食を通して、 

 

が学べた 

自分に必要な量を意識して、 

なるべく残さず食べられた 

 


